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音楽を聞いているとさまざまのイメージがわいてく

くる。昔のこと，ある情景などの具体的左イメージか

ら，単純念場合ではカラー・イメージや形態イメージ

などである。聴覚刺激により視覚的反応(イメ ージと

しての反応)の生じる事実は，今まで種々の研究が証

明しているし，また筆者もいくつかの結果を得ている。

(本学紀要， 1973) 

今回は逆に視覚刺激により聴覚的反応がいかに生じ

るかについてとりくむことにした。

現在ある音楽の中には絵画に刺激されてできたもの

が少まくない。 ムゾノレグスキーの「展覧会の絵~， シ

リングの「モナ・リザ」等は有名まものである。ベー

トーベンの「田園」は風景に刺激されたものである。

作曲をする場合，風景・絵画等の視覚刺激が影響力

をもつのであれば， これらの刺激の根底にある抽象的

な図形，例えば正方形とか円形を刺激として作曲が可

能にまるはずである。

この点に着目して実験を行ったのがR.R. Willmann 

(1944)である o 彼は4つの図形を作曲家にみせ， そ

れぞれにふさわしいと思う曲を作らせ，調子，拍子，

テムポ，音の強弱，メロディ等について分析している。

その結果4つの図形と曲の特徴との聞に明らかな関連

があることをみいだしている。

本研究は， この Willmannの行った実験を参考にし

て，視覚刺激と聴覚的反応の関係について，検討を試

みることにした。 ただし Willmannの実験とは異なる

点がある。

目 的

単純な図形刺激による作曲にbいて，何が手掛りと

なって曲が作られるか，また，完成した曲と図形との

関連はどのようなものか，の2点について検討する。

また， Willmannの結果との比較を行う。

方 ;去

1) 視覚刺激

Willmannが使用した図形と同形のもの4種類。白

紙の上に黒インクで書いたものを使用した。

2) 被験者

音楽大学学生20名(その内男性3名〕。宗教音楽・

管絃楽・ピアノ科にそれぞれ所属する学生で，作曲に

関する特別の教育はうけていない。

3) 手続き

本実験に入る 1週間前に r来週はいくつかの図形

を見て簡単を作曲をしてもらWます。」と予告した。

当日は4つの図形を同時に呈示し，デザイン Aから

順に作曲させた。曲を作った後にbいても修正は自由

に行をえるものとした。

作曲の際の注意として

。曲の長さは8小節を原則とすること。

。演奏に必要念強弱の記号，速度の記号あるいは標

語，曲想、標語をできるだけ記入すること。

作曲に要した時聞はほぼ60分である。
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Desi gn A Design B 

Design C Design D 

Fig. 1 Visual shape stimuli (actual size) 

結 果 と 考察

I 作品全般からみて

1) 時間を十分かけた作曲では念いにもかかわらず，

全学生が作曲に成功した。もっとも，完全念曲ができ

あがらをかったものがデザイン Bに1人，他の作曲者

の曲を盗用したもの 1人がいる。

2) ピアノの演奏のための曲がそのほとんどである

が 1人だけデザイン Cの場合，バイオリンのための

曲を作曲した。

3) 片手で演奏する曲が多いが， 80曲中8曲は両手

での演奏として作曲している。

II 4つのデザイン全ての作曲がすんだ後，作曲

中の内省を報告してもらった。その内容をまとめると

次のように念るo

1) デザイン A

安定感， どっしりした，単々とした，広々とした，

規則正しい，角々とした等の感じと形そのものから，

次のようを音の並び方が連想される。

~/口川
2) デザイン B

まるみ，をめらか，流れ， ゆるやか，のんびり，ゆ

れる， ゆらゆら，ゆりかご， 山が三つ， 雲，波等の連

想、と，図形上部の波状の曲線と下部の曲線が作曲の際

の手掛りと念った。

八^^~ノ
3) デザイン C

不安定さ，不協和感，強さ， とげとげ，ギザギザ等

の感じと形そのものから，音の細かま変化やギザギザ

した音の並び方が連想される。

川山仏ん仏
4) デザイン D

かみ念り，いまづま，強烈，っきささる，スピード感，

ギザギザ，上昇等の連想、と階段状の形から，段階的念

音の変化，音の飛躍， とびはねた感じの音の並び方が

連想される。雷のイメ ージを表現しようとしたものも

いくつかある。

4つのデザインをとbしていえることは，形そのも

のと音の配列との結びつきが多くみられ，感情的ま連

想を曲として表現する場合は表現力の乏しさを感じて

いるよ5だ。

III でき上った作品について，図形のイメ ージを

表わしているか否か話し合った結果，図形のイメ ージ

に近いと恩われる曲がいくつか選ばれた。その中のい

くつかを次に紹介する o
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1) デザイン A 
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2) デザイン B 
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3) デザイン C 
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4) デザイ ン D 
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IV 各デザイン ζ との調子について

1) デザインA

C-dur (17人)， E-dur ( 1人)， 

G-dur (1人)

a-moll ( 1人)

長調 (19) :短調 (1) 

圧倒的に長調の曲が多く， r.1'でもそのほとんどを占
めているのがハ長調である。

W出mannの場合は 21人中の 9人がハ長調の曲を

作り，残りは特定のパタ ーンが定められ左かったと言

っているが，ハ長調の曲が多くみられる点では一致し

ている。

2) デザイン B

C-dur (12人)， D-dur ( 1人)， 

F-dur (2人)， G-dur (2人〕

g-moll (1人〉

調子の定められまいもの(1人)

長調 (17) 短調 (1) :不定 (1) 

やはりハ長調が多くを占めているが， 他の調子もみ

られるようにまった。

Willmannの場合は， 長調の方がどちらというと多

いようだが，特定のパタ ーンは決められ念いとしてい

る。

3) デザイン C

C-dur (11人)， Es-dur (1人)， 

F-dur (1人〉

a-moll (2人)

調子の定められをいもの(4人〕

長調と短調との聞を転調するもの(1人)

長調 (13) :短調 (2)・不定(4)・変化 (1) 

W山mannの場合は調子の定められまいものが半分

以上あったといっている。

4) デザイン D

C-dur (11) 

a-moll ( 1人)， c-moll (2人)， 

f-moll ( 1人)

調子の定められまいもの(3人)

長調と短調との聞を転調するもの(2人)

長調 (11) :短調 (4) :不定(3):変化(2)

Willmannの結果では， ほとんど調子が定められな

いとをっている。

5) デザイン C.DはデザインA.Bに比べ，短調や

調子の定められない曲が増加している。これは，刺激

図形のもつ複雑さや不安定感等に影響されたものとい

えよう。

6) Willmannの結果では調子の定められな加もの

や，短調の曲が多くみられるが，本研究の場合はハ長

調の曲が多い(半分以上〕。これは，被験者が作曲に対

する経験がをいため，取りつきやすいハ長調を選んだ

ものと思われる。

V 拍子について

1) デザイン A

士拍子(臥 〕，?拍子(1人)， ?拍子 (3人)

2あるいは 4拍子 (17) : 3拍子(3) 

Willmannの場合は， f拍子(16人)，ft自子 (2
人〕， f拍子(1人)，変化するもの(2人)と念り，本
研究と同じく 4拍子が多くみられる。

3拍子を連想した被験者は刺激図形を次のようにう

けとめたも'のと思われる。

← j L 
2) デザイン B

f拍子 (6人〕，3拍子(1人)， ?拍子 (6人)， 
6.l-.L.""""7 / ，... ， "¥ 12 
す拍子 (5人)， '8拍子(1人〕

2あるいは4拍子 (7) : 3拍子 (12) 

Willmannの場合は， 21人中15人が2あるいはまf自
子であった。

3拍子がかなり多くみられるのは，やはり 図形の特

徴からの影響と思われるo

3) デザイン C

士拍子 (8人)， i拍子 (2人〕， f拍子(1人)， 
f拍子 (5人〕， i拍子(1人)，f拍子(1人)， 
434  
-4- -4--4-拍子に変化するもの(1人)，-4拍子

(1人〉

2あるいは4拍子 (11) : 3拍子 (7) :その他

(2) 

Willmannは3拍子よりは 2拍子の方が多いという

結果を得ている o 本研究にふ、いても同様であるが， 3 

拍子を選んだ被験者に理由をきいてみると，刺激図形

の次の部分がその手掛 りと念ったといってWる。



8 古矢千雪

川¥川vへ
図形上部 図形下部

4) デザイン D

士十日(1山， if{:i子 (3人)， f拍子 cl人). 
~f内子 (3 人) .す拍矛 cl人〉
2あるいは4拍子 (16) : 3拍子 (4) 

Willmannもほとんどが2あるいは 4拍子であった

といっている。 3拍子の曲を作曲した被験者は刺激図

形そのものが手掛りと念ったようだ。

VI テンポと曲想について

1) デザイン A

Moderatoを中心としてそれより遅いものを Slow哩

速いものを Fastと表現すると次のようにまる。 左b

全員が速度の記号をかいていまWので，計は20人にま

らない。

Slow (8人). Moderato (6人).Fast (3人)

Willmannの場合は21人中18人までが Moderatoあ

るいは Slowの曲である。ただし，作曲時にテムポを

指示したのは半分位で，後は演奏時に指示されたもの

であるとしている。

図形の もつ安定性とbちつきから，ゆっくりした曲

が連怨されたものと思われる。

2) デザイン B

Slow (11人). Moderato (2人). Fast (1人〉

Willmannの場合は. Slowから Vlvaceまでにわた

っているが，本研究の場合は Slowが多い。また，

comodo. legato等の標語も記入されている。刺激図形

のもつ特徴が表わされている。

3) デザイン C

Slow (4人). Moderato (0). Fast (13人)

圧倒的に速い曲めものが多い。Willmannの場合は，

Largoから Pr巴stoまでにわたってはいるが，どちらか

というと速い方が多く. brightness. vigorousness.‘ 
agitation等の標語が記入されてある。本研究の場合，

標語はほとんどみられないが，アクセントやスタカー

トを使った例や.ffが記入されている。図形のもっと
げとげしさや強さを表現している。

4) デザイン D

Slow (4人). Moderato (3人). Fast (4人〕

速度を表わす記号の記入は少念いが，この他，はぎ

れよく，軽快に，感情的にの標語や，スタカート，ま

たfゃfffが使われている。
Willmannの結果では Moderatoより速いものが21

人中16人とをって;10'Ij. loudnessの傾向がみられた。

VII 音域ならびに旋律について

1) 1つの曲の中で使われている音の rangeを調

べてみると次のようにまる。

デザインA:5度-11度

デザイン B:5度-11度

デザイン C:8度-19度

デザイン D:5度-15度

これらからもわかるようにデザイン C.Dは，図形

のもつダイナミックさを音域の広さとしても表現して

いるようだ。

2) 旋律の上からみると

デザインA:;10'だやかで規則正しいメロディ

デザイン B をめらかあるいは飛ぶようまメロディ

デザイン C・音のスキップやギザギザしたメロディ。

不協和宏音がある。

デザイン D:デザイン C と同様であるが， 上昇し

てクライマックスに念るものもある。

メロディからも図形のもつ特徴が現われてWること

がわかる。

VIII 一般学生に対して

1) 本研究に使用した刺激図形を一般学生に見せ，

どのよう在感じがするか評価させた。評価方法は SD
法による 7段階評定である。

被験者:女子短大生35名

各尺度ごとの平均値をプロフィーノレしたのが図2で

ある。

2) この結果をまとめると次のように念る。

デザインA:単純で平凡，調和がとれてまとまって

b り，静かで志、だやか，遅悼という評定である。

デザイン B:;10'だやかでやわらかくなめらかであり，

力は弱<.遅い感じがする。

デザイン C:ゴツゴツしてかたく変ってJ;、札興奮

的で不快であ り，力強くダイナミックである。また速

く感じる。

デザイン D:デザイン C と同様であるが，ややま
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1 2 3 4 5 6 7 

scales 

l 興在した 沈静な

2. 強p 米-i.ト一一口 O ~~い

3. 動的 心i.'1:. O 口 静的

4 情熱的 議ib G-0 おだやか

5. ゴ?ツゴ‘ツした 米 』屯 。 なめらか

6. 変った 米一~コ 口 平凡な

7.速い A 1K 8 遅い

8ー かたい 岨 〉K 。やわらかい

9. 軽い 必十+柴 重い

10.快的な ト-4<>-一一様 不快な

11.まとまった J¥ラノfラな

12.調和 口 Aト+ー来 不調和

13単純 ロ 。企』 〉K 複雑

1 2 3 4 5 6 7 

Fig. 2 Mean scores of each scale. (Subjects are 35 women's junior college students. 

口;Design A. 0; D巴signB. *; Design C. ム;Design D.) 

とまってbり，より速く感じられる o

3) デザインA・B は音大学生と一般学生との閣

に違いがまいように思われるが，デザイン C・Dにb
けるスピード感では少し違いがあるようだ。一般学生

はデザイン Dの方が，形もややまとまっているので速

さを感じたようだが，音大生はデザイン Cのこまか

いギザギザした形からの影響を強くうけ，それが音符

の並び方へと結びつき，速い曲を連想したと思われる。

この点が閉じ図形を見る場合でも，両者の観点が異念

ることを示している。
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結 論

古矢干雪

くつかみ，それぞれ特色があらわれている。 Willmann

の結果とも似ている。

5) 一般学生に図形からうける印象を SD法で評価

1) 全学生が何らの形で作曲ができたということは， してもらったが，音大生の着目する点と異なる点もみ

視覚刺激による聴覚的反応が可能であることを意味し られた。

ている。

引用 文献
2) 作曲に際しては，図形そのものの特徴からの影

響を強くうけ，図形から連想されるイメージや感情を

曲として表わそうとすると困難を感じていた。 1. 古矢千雪 :視覚刺激Kよる作曲lζついて 1974. 

3) 調子に10'いては図形により微妙に変化している

が， どの図形にj;、いても半分以上はハ長調であった。

作曲しやすい点があるのでは念いだろうか。

4) 拍子・テムポに関しては図形のもつ特徴をうま
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Abstract 

This study is to examine the relation of visual stimuli (shape) and musical composition. 

Method 

Subjecぉ 20students from Univ. of Music. 

Experimental 5timuli (5hape 5timuli). See Fig. 1. 

Procedure. The subjects were instructed to look at the shape stimuli， study for a few moments and compose 

the themes. If they felt revision was necessary， the themes were revised freely. 
Elements of the themes， Key and Mode， Time Signature， were to be described， Tempo or Pace， Character 

Directions， Dynamics and Markings， and the Performing lVIedium would be described， if possible. 

Re5ult5 

1) D目ignA

Key C-dur (17)， E-dur (1)， G-dur (1)， a-moll (1) 

2 3 
Timeτ (16)， -4←(1)，--;r-(3) 

Temop: Slow (8)， Moderato (6)， Fast (3) 
2) Design B 

Key C-dur (12)， D-d山 (1)，F-dur (2)， G-dur (2)， g-moll (1)， no-key (1) 
4 _ 2 3 6 12 

Time つζ (6)，つ子 (1)，つζ(6)，マ子 (5)， -8-(1) 

Temop: Slow (11)， Moderato (2)， Fast (1) 
3) Design C 

Key C-dur (11)， Es-dur (1)， F-d山、 (1)，a-moll (2)， no-key (4)， change (1) 
2 ，_， 2 ，.. 3 ，_， 6..， 3 4 3 4 5 

Time ・ョ← (8)，4一(2)，i一(1)，--;r-(5)， -s一 (1)，8一(1)，-i--4プ--i-(I)'--;r-(I)
Temop: Slow (4)， Moderato (0)， Fast (13) 

4) De時 nD

Key C-dur (11)， a-moll (1)， c-moll (2)， f-moll (1)， no-key (3)， change (2) 
2 ， ~. 2..， 3 ， ~ ， 6 

Time 4一(12)，--;r-(3)， i一(1)， ::}一 (3)，8一(1)
Temop: Slow (4)， Moderato (3)， Fast (4) 

5) The shape stimu1i had various effects on the composition. Especially， there was a close relation bet-

ween the lines of shapes and the shapes of the melodies. 


